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【
会
員
】
静
岡
森
林
管
理
署
、 

天
竜
森
林
管
理
署
、 

静
岡
県
、 

静
岡
市
、 

川
根
本
町
、 (

株)

特
種
東
海
フ

ォ
レ
ス
ト
、 

中
部
電
力(

株)

静
岡
支
店
、 

し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン(

株)

、 

川
根
本
町
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
、 

自
然
公
園
指
導
員
、 

井
川
観
光
協
会
、 

川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
、 

南

ア
ル
プ
ス
・
井
川
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、 

一
般
社
団
法
人
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね

【
会
の
紹
介
】
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
静
岡
地
域
連
携
協
議
会
は
、
南
ア
ル
プ
ス
周
辺
地
域
の
自
然

環
境
の
保
全
と
文
化
の
継
承
を
図
り
、
そ
の
持
続
可
能
な
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会

で
す
。※
こ
の
新
聞
で
は
、
川
根
本
町
の
情
報
を
「
か
わ
ね
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

ここ

知ってる？

　今はなき井川線の終着駅。いかわねを繋いだ観音様の

お堂と、旅僧が飲み水を授けてくださったという出作り畑が

あったことから「堂平」と呼ばれています。ダム建設用資材が

運び込まれ、帰りの列車には川狩りで流れ着いた木材を

積み、千頭まで運んだそうです。生活物資を人や索道で

運んでいた井川に、列車は更なる生活向上をもたらしました。

開通時には、御両旗をこしらえ飾ってお祝いしたそうです。

　　　　　　　　 文　三木友美子　　写真　中島裕也

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

いかわ かわね

旧井川線のミステリートンネル堂平駅跡

　「ミステリートンネル」と呼ばれる旧井川線のトンネルが

長島ダム周辺に３つあります。アプトいちしろ駅から長島

ダム駅は、ダム建設に伴い線路が移設された区間。今回の

写真は、大樽広場からダムの展望広場に続くトンネル。ダムの

上からは旧井川線と新しい路線のアプト区間を一度に

見渡せます。懐中電灯を持ってトンネル探検。肝試しみたいな

ヒヤッとした体験もできるかも！？

　　　　　　　　　　　　　　　　 文・写真　村松由貴

どうだいら

いかわ

かわね

いかわ

かわね

かわね

かわね

いかわ

かわね

いかわ

かわね

かわね

いかわ

いかわ

いかわ

いかわ

いかわ

かわね

７ 

月

８ 

月

　

月

１日（土）

１4日（金）

15日（土）～

15日（土）

16日（日）

22日（土）

12日（土）

15日（火）

15日（火）

16日（水）

19~20日
（土・日）

26日（土）

８日（日）

15日（日）～

15日（日）

28日（土）

29日（日）

南アルプス寸又峡口山開き

平谷の流したい

リバウェル井川夏スキーＯＰＥＮ

リバウェル井川ヤナギランまつり

南アルプス山開き

第2回てしゃまんく音楽祭

リバウェル井川大流しそうめん

井川夏祭り

徳山の盆踊り

百八たい（下長尾地区）

EVHAｵｰｶﾞﾆｯｸｷｬﾝﾌﾟ川根2017

二十六夜祭

徳山神楽

寸又峡 和紙のあかり展

井川大仏例祭

奥大井 もみじ祭り

第34回井川もみじマラソン大会

井川

川根本町

※予定は変更される場合があります。
詳しくは下記までお気軽にお問合せください。

いかわねの

イベントカレンダー
201７ 

７月～

井川観光協会

☎ 054-260-2377

川根本町まちづくり観光協会 

☎ 0547-59-2746
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南
ア
ル
プ
ス
に
美
し
く

咲
き
乱
れ
る
高
山
植
物
の

「
お
花
畑
」
は
、
近
年
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
の
動
物
に
食
べ

ら
れ
て
し
ま
い
、
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
「
お
花
畑
」
を
守
る

べ
く
、
静
岡
市
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
市
内
の
高
校
生

と
一
緒
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど

に
よ
る
食
害
か
ら
「
お
花
畑
」

を
守
る
柵
の
設
置
と
、
そ
の

効

果

を

検

証

す
る

植

生

調
査
を
体
験
す
る
「
高
山

植
物
保
護
セ
ミ
ナ
ー
」
を

実

施
し
て
い
ま
す
。
標

高

2
6
0
0
ｍ
付
近
の
千
枚

小
屋
周
辺
で
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
７
、
８
、
９
月
に

そ
れ
ぞ
れ
静
岡
東
高
校
、

南
ア
ル
プ
ス
の

「
お
花
畑=

未
来
」
を
守
る

静
岡
高
校
、
清
水
東
高
校

の
登
山
部
・
山
岳
部
の
皆
さ

ん
と
顧
問
の
先
生
が
参
加
。

静
岡
大
学
の
増
澤
教
授
に
、

高
山
植
物
の
生
態
や
魅
力

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

り
、
先
輩
た
ち
が
設
置
し
て

き
た
柵
が
、
深
い
雪
に
覆
わ

れ
倒
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
、
柵
を
し
ま
う
作
業
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

参

加

し
た

高

校

生

か

ら
、「
普
段
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
、
山
を
守
り
、
管
理

し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
僕
ら
も
山
へ
の
恩

返
し
が
で
き
た
。
」
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

普
段
と
は
違
う
視
点
で

山

登

り

を
し
た

高

校

生

た
ち
。
小
さ
な
気
づ
き
を

大
切
に
、
5

年
後
、
10

年
後

の
南
ア
ル
プ
ス
を
一
緒
に
考

え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

No.7No.7

ユネスコエコパークに登録された、

静 岡 市 井 川と川 根 本 町

魅力を伝える、地域でつくる新聞

の

夏
、

　
山
が
呼
ん
で
い
る

Vol.７古林　鉄平さん

（川根）の人々

こばやし　　 てっぺい

　

山
好
き
が
高
じ
て
、

2
0
1
3
年
に
東
京
よ

り
移
住
さ
れ
た
古
林
さ

ん
。
川
根
本
町
に
あ
る

「
四
季
の
里
」
の
２
階
で

手
作
り
パ
ン
や
ラ
ン
チ

が
食
べ
ら
れ
る
喫
茶
店

「
パ
ン
セ
ブ
レ
」を
経
営
し

な
が
ら
、
山
岳
ガ
イ
ド
、

山

岳

関

連
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
執
筆
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

11

年

続

け
て
い
る

登
山
系
ブ
ロ
グ
は
記
事

数
8
0
0
を
超
え
、月
間

閲
覧
数
最
高
10

万
回
の

記
録
を
持
つ
有
名
ブ
ロ

ガ
ー
で
も
あ
り
、
今
年

４
月
に
は
日
本
百
名
山

の
テ
レ
ビ
番
組
で
ガ
イ
ド

と
し
て
出
演
。
４
人
の

息
子
は
、３
歳
か
ら
登
山

を
始
め
、
富
士
山
、
南

ア
ル
プ
ス
な
ど
、
幼
い
な

が
ら
数
々
の
登
山
歴
を

持
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
古
道
や
登
山

道
で
は
な
い
ル
ー
ト
、
廃

道
も
好
ん
で
歩
い
て
い

て
、中
で
も
株
杉
が
あ
る

榛
原
川
林
道
の
奥
（
写
真

右
下
）が
お
気
に
入
り
。

　

パ
ン
セ
ブ
レ
に
は
、

古

林
さ
ん
が
撮

影
し

た
写
真
や
山
岳
関
連

の
本
が
勢
揃
い
で
す
。

ラ
ン
チ
に
山
や
古
道
の

話
を

聞
き
に
行

く
の

も
良
い
で
す
ね
。

　
　

（
文　

田
村 

渉
）

榛原川林道奥にある株杉（かわね）

天水（かわね）からの南アルプスの山 （々大無間山、聖岳、光岳等）

笹山（いかわ）からの富士山


